
 

  

こんにちは、日に日に秋が深まり、街路樹が美しく色づく季節となりました。 真っ赤なモミジやカエデも

キレイですが、黄金色に染まるイチョウもとても素敵ですよね。 両側にイチョウが植えられた並木道はこ

の時期、黄金色のトンネルのようです。多くの人に愛されているイチョウ、実は太古の時代から生きている

貴重な植物なのだそう。ジュラ紀（約１億５千万年前）には、地球上で植物がたくさん生い茂っていたと言

われています。その頃の植物ではイチョウだけが現存し、ほかの植物はすべて化石となっていることから、

自然科学者のダーウィンはイチョウの事を「生きている化石」と呼んでいました。 恐竜が生きていた時代

よりももっと前は、世界中にはたくさんの種類のイチョウが存在していたと考えられているそうです。しか

し、その後の気候変動の影響により絶滅の危機を迎えてしまい、残った野生のイチョウは中国に生存する１

種だけになりました。日本には鎌倉時代から室町時代にかけて中国から果実としてギンナンが伝来し、その

うちの一部が芽を出して木になり日本全国へ広まったとされています。さらに１７世紀頃になると、日本か

らヨーロッパへと伝わり世界各国で育てられるようになったそうです。つまり、現存している世界中のイチ

ョウは、全て同じ１種類ということになります。びっくりですよね！さて、イチョウと言えば、種の部分の

ギンナンが秋の味覚としても人気ですよね。もちもちとした歯ごたえが特徴的で、糖質が多く、ビタミンＢ

1 とミネラルのバランスがよいとされています。ちなみに、茶椀蒸しの中にもよくギンナンが入っています

が、これは中国で古くからギンナンの入った茶椀蒸しを薬膳として食べられていたものが、そのまま日本に

伝わったためと言われています。空気が乾燥して体調を崩しやすいこの時期、風邪予防としてギンナンを取

り入れていたのでしょうね。塩で炒って串焼きにしたギンナンなどはついつい箸がとまりませんが、おいし

いからといって食べ過ぎには注意です！ギンナンにはビタミンＢ6 の吸収を阻害する物質が含まれており、

特に子どもが食べる場合は５～６粒でもけいれんなどの中毒症状を起こすことがあります。おいしいもので

も、“ほどほど”を大切にしましょう。                     院長 祁答院 公興 
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